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から 700 MeV.反跳陽子の重心系における角度が 70 0 • 100。および 130。である。乙の測定の主な目的
は，二核子共鳴に関する知見を得る乙とであるo















そ乙で我々は二核子共鳴を取り入れたわけである。まず. 2140MeVの 1 (Jp) = 1 ( 2 +), および
2220 MeV の 1 ( 3 -)を計算に入れたが，しかし乙の場合には，陽子偏極のデータの再現は不十分であ








1. 3 Ge V 電子シンクロトロン内部標的に照射して生じる光子ビームを偏極重陽子標的にあてて行った。
終状態に現れる陽子は磁石分光計で検出し，陽子と中d性子の!司時計測を行った。光子エネルギーは 300





舞いが再現できるが，陽子偏極データを含む全データを無矛盾に説明するためには最低 3 つの 2核子共鳴
1 (J P) = 1 (2 +) (2140 Me V) • 1 (3 一) (2220MeV) .0 (1+) 又は o (3+) (2350MeV) 
が必要である。
乙の実験は困難な重陽子標的非対称度測定を遂行して. 2核子共鳴に対する貴重なデータを与えたもの
である。また.2核子共鳴の影響は多数の振巾の干渉項による微妙な振舞を根気よく追求して始めて得られ
るものであるが，本実験では他のデータを採り入れた総合解析を遂行し. 2 核子共鳴の，存在について新し
い知見を提供したものである。
よって，理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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